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特集

２年越しの開催、コロナ急拡大で大幅に縮小

中央会は1月 19 日（水）、アピオ甲府（昭和
町）で創立 65 周年記念式典を開催した。

　昭和 30 年 11 月に創立された中央会は、65 周
年となる昨年１月に記念式典を計画していたが、
直前の 11 月頃から新型コロナ感染症の流行が拡
大したことから１年延期。２年越しの開催となっ
た今回は、昨秋に感染拡大が収まったことから
順調に準備を進めていた。しかし、年明けから
新型コロナウイルスのオミクロン株による新規
感染者が全国で急拡大し、本県でも感染拡大が
懸念される状況になったことから、感染対策を
徹底した上で大幅に規模と内容を縮小して開催
することとなった。
　当日は、当初 14 時から予定していた記念講演
会を取りやめ、16 時から記念式典のみを開催。
コロナ予防対策のため、山梨県知事をはじめ国
会議員や関係機関の来賓の臨席をお断りし、組
合関係者約 120 名のみでの開催となった。
　式典では、「君が代」斉唱（飛沫対策で黙唱）
で始まり、執行部役員の紹介後、栗山会長が式
辞を述べた。

　会場内の出席者に対
し、栗山会長は「これま
で度重なる経済環境の変
化に対して、中小企業は
柔軟に対応をしてきた。
今直面している新型コロ
ナウイルス感染症の克
服、脱炭素社会への移行、
デジタルトランスフォー
メーションへの対応などこれまでとは異なった
経営課題に対して、組合に集う我々は共同の力
により対応していくことが求められている。中
央会も、中小企業の経営を支えてきた連携組織
の原点と成果を再確認し、この大変革期に中小
企業が対応していくための新たな事業展開に積
極的にチャレンジしていきたい。」と述べた。
　続いて表彰式が行われ、関東経済産業局長・
山梨県知事・全国中央会会長の各表彰に加え、
65 周年記念式典のみに特別に設けられた創立 65
年以上を経過した組合や理事長歴 10 年以上の功
労者を対象とした会長特別表彰など、70 名・33

団体が表彰された。なお、コロナ
感染対策のため表彰状の授与で登
壇する受賞者は代表 12 名のみと
し、表彰伝達も関東経済産業局長、
山梨県知事、全国中央会会長も臨
席できない状況ため、栗山会長が
代理を務めた。
　30 分で記念式典の全ての日程が
終了、本来であれば「中小企業団
体新春交流会」を兼ねた記念パー
ティを開催する予定であったが、
それに代わり出席者へ記念
品のエコバッグと弁当を配
布し解散することとなった。

創立６５周年記念式典を開催

担当：三井受賞者総代と記念撮影

式辞を述べる栗山会長
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特集

中央会創立６５周年記念式典　受賞者名簿中央会創立６５周年記念式典　受賞者名簿

優良組合青年部優良組合青年部

山梨美容講師会（山梨県美容業生活衛生同業組合）山梨美容講師会（山梨県美容業生活衛生同業組合）

青年部功労者青年部功労者

金　井　芳　朗　金　井　芳　朗　山梨県食品工業団地協同組合青年部山梨県食品工業団地協同組合青年部

優良組合優良組合 優良組合青年部優良組合青年部

山梨県警備業協同組合山梨県警備業協同組合 山梨県電気工事工業組合青年部会山梨県電気工事工業組合青年部会

《関東経済産業局　局長表彰》《関東経済産業局　局長表彰》

優良組合優良組合 組合功労者組合功労者

北杜市環境事業協同組合	北杜市環境事業協同組合	
山梨県森林整備生産事業協同組合山梨県森林整備生産事業協同組合

石澤　啓一郎　石澤　啓一郎　山梨県トラックターミナル協同組合山梨県トラックターミナル協同組合

《全国中小企業団体中央会　会長表彰》《全国中小企業団体中央会　会長表彰》

組合功労者組合功労者

天野　一光　天野　一光　山梨県電機商業組合山梨県電機商業組合
大森　重人　大森　重人　山梨中央建設協同組合山梨中央建設協同組合
輿水　一人　輿水　一人　山梨県理容生活衛生同業組合山梨県理容生活衛生同業組合
三枝　　実　三枝　　実　山梨物流事業協同組合山梨物流事業協同組合
坂本　哲司　坂本　哲司　山梨県ビルメンテナンス協同組合山梨県ビルメンテナンス協同組合

田中　　仁　田中　　仁　山梨県板金工業組合山梨県板金工業組合
辻　　和夫　辻　　和夫　山梨飲食業協同組合山梨飲食業協同組合
中川　直明　中川　直明　山梨県水産物商業協同組合山梨県水産物商業協同組合
橋本　光隆　橋本　光隆　山梨県美容業生活衛生同業組合山梨県美容業生活衛生同業組合
日向　勝男　日向　勝男　山梨中央青果商業協同組合山梨中央青果商業協同組合

松野　　彰　松野　　彰　山梨県クリーニング生活衛生同業組合山梨県クリーニング生活衛生同業組合
松吉　寛治　松吉　寛治　やまなしアパレルACF事業協同組合やまなしアパレルACF事業協同組合
八代　善雄　八代　善雄　山梨県製麺協同組合山梨県製麺協同組合
山崎　幸明　山崎　幸明　山梨県わた寝具商工組合山梨県わた寝具商工組合

優秀組合専従職員優秀組合専従職員

芦　澤　　　佑　芦　澤　　　佑　甲府市資源回収協同組合甲府市資源回収協同組合
伊　藤　　　博　伊　藤　　　博　甲府市資源回収協同組合甲府市資源回収協同組合
小　川　好　博　小　川　好　博　峡北自動車整備協業組合峡北自動車整備協業組合
奥　田　孝　宏　奥　田　孝　宏　甲府市資源回収協同組合甲府市資源回収協同組合
輿　水　大　樹　輿　水　大　樹　山梨県自動車整備商工組合山梨県自動車整備商工組合
小　緑　浩　也　小　緑　浩　也　甲府市管工事協同組合甲府市管工事協同組合

塩　島　博　夫　塩　島　博　夫　山梨県自動車整備商工組合山梨県自動車整備商工組合
篠　原　良　美　篠　原　良　美　岳麓自動車検査事業協同組合岳麓自動車検査事業協同組合
志　村　広　史　志　村　広　史　甲府市資源回収協同組合甲府市資源回収協同組合
田　中　智　美　田　中　智　美　甲府市管工事協同組合甲府市管工事協同組合
塚　原　秀　典　塚　原　秀　典　山梨県自動車整備商工組合山梨県自動車整備商工組合
内　藤　寛　史　内　藤　寛　史　協同組合山梨県流通センター協同組合山梨県流通センター

原　田　勇　太　原　田　勇　太　甲府市資源回収協同組合甲府市資源回収協同組合
守　澤　加　奈　守　澤　加　奈　山梨県自動車整備商工組合山梨県自動車整備商工組合
森　本　　　亮　森　本　　　亮　甲府市資源回収協同組合甲府市資源回収協同組合
渡　邉　涼　子　渡　邉　涼　子　石和温泉旅館協同組合石和温泉旅館協同組合
齊　藤　寛　之　齊　藤　寛　之　山梨県中小企業団体中央会山梨県中小企業団体中央会
仲　澤　秀　樹　仲　澤　秀　樹　山梨県中小企業団体中央会山梨県中小企業団体中央会

優良組合優良組合

企業組合温泉市場・しんせんやまなし企業組合温泉市場・しんせんやまなし
協同組合アムス韮崎協同組合アムス韮崎
協同組合甲府市造園協会協同組合甲府市造園協会
甲府市廃棄物協業組合甲府市廃棄物協業組合
長坂ショッピングセンター事業協同組合長坂ショッピングセンター事業協同組合

《山梨県　知事表彰》《山梨県　知事表彰》

笛吹青果物輸送協同組合笛吹青果物輸送協同組合
富士 ･東部建設業協同組合富士 ･東部建設業協同組合
南アルプス・エコ協業組合南アルプス・エコ協業組合
山梨県印章店協同組合山梨県印章店協同組合
山梨県オートバイ事業協同組合山梨県オートバイ事業協同組合

山梨県古紙リサイクル協同組合山梨県古紙リサイクル協同組合
山梨県財形住宅協同組合山梨県財形住宅協同組合
山梨県パン協同組合山梨県パン協同組合
山梨県葬祭事業協同組合山梨県葬祭事業協同組合
山梨県弁護士協同組合山梨県弁護士協同組合

山梨・甲州環境協同組合山梨・甲州環境協同組合
やまなし販路開拓支援事業協同組合やまなし販路開拓支援事業協同組合

永年優良組合永年優良組合（組合創立65年経過）（組合創立65年経過）

市川和紙工業協同組合市川和紙工業協同組合
上野原機械器具工業協同組合上野原機械器具工業協同組合
大月織物工業協同組合大月織物工業協同組合
河口湖温泉旅館協同組合河口湖温泉旅館協同組合
都留信用組合都留信用組合
西嶋和紙工業協同組合西嶋和紙工業協同組合

《山梨県中小企業団体中央会　会長特別表彰》《山梨県中小企業団体中央会　会長特別表彰》

富士吉田織物協同組合富士吉田織物協同組合
山梨県自動車整備商工組合山梨県自動車整備商工組合
山梨県酒造組合山梨県酒造組合
山梨県新聞販売商業協同組合山梨県新聞販売商業協同組合
山梨県水産物商業協同組合山梨県水産物商業協同組合
山梨県水晶美術彫刻協同組合山梨県水晶美術彫刻協同組合

山梨県水晶宝飾協同組合山梨県水晶宝飾協同組合
山梨県生花商業協同組合山梨県生花商業協同組合
山梨県精麦工業協同組合山梨県精麦工業協同組合
山梨県石材加工業協同組合山梨県石材加工業協同組合
山梨県石油協同組合山梨県石油協同組合
山梨県電気工事工業組合山梨県電気工事工業組合

山梨県農業機械商業協同組合山梨県農業機械商業協同組合
山梨県味噌醤油工業協同組合山梨県味噌醤油工業協同組合
山梨県民信用組合山梨県民信用組合

永年組合功労者永年組合功労者（理事長歴10年以上）（理事長歴10年以上）

浅沼　克秀　浅沼　克秀　富岳物流事業協同組合富岳物流事業協同組合
芦澤　　隆　芦澤　　隆　下水道メンテナンス協同組合下水道メンテナンス協同組合
天野　一光　天野　一光　山梨県電機商業組合山梨県電機商業組合
石川　　弘　石川　　弘　企業組合温泉市場・しんせんやまなし企業組合温泉市場・しんせんやまなし
市川　　清　市川　　清　山梨県自動車車体整備協同組合山梨県自動車車体整備協同組合
井上　和仁　井上　和仁　協同組合山梨県FPセンター協同組合山梨県FPセンター
長田　豊明　長田　豊明　富士経友会協同組合富士経友会協同組合
小田切　昭　小田切　昭　山梨県重機・建設解体工事業協同組合山梨県重機・建設解体工事業協同組合
小野　仁士　小野　仁士　若草まちおこし協同組合若草まちおこし協同組合
金丸　正幸　金丸　正幸　山梨県電気工事工業組合山梨県電気工事工業組合
北原　兵庫　北原　兵庫　山梨県酒造組合山梨県酒造組合
小林　一三　小林　一三　富士ドンス織物協同組合富士ドンス織物協同組合

三枝　政義　三枝　政義　甲府市廃棄物協業組合甲府市廃棄物協業組合
佐藤　照幸　佐藤　照幸　山梨県石材建設事業協同組合山梨県石材建設事業協同組合
佐野　正秀　佐野　正秀　山梨建築設計監理事業協同組合山梨建築設計監理事業協同組合
篠原　　充　篠原　　充　北杜市環境事業協同組合北杜市環境事業協同組合
高野　保彦　高野　保彦　協同組合山梨中部リサイクルセンター協同組合山梨中部リサイクルセンター
高部　駿三　高部　駿三　谷村織物工業協同組合谷村織物工業協同組合
滝田　雅彦　滝田　雅彦　山梨県生コンクリート工業組合山梨県生コンクリート工業組合
千野　　進　千野　　進　山梨県山砕石事業協同組合山梨県山砕石事業協同組合
半田　幸久　半田　幸久　岳麓自動車検査事業協同組合岳麓自動車検査事業協同組合
東原　記守　東原　記守　一般社団法人山梨県産業資源循環協会一般社団法人山梨県産業資源循環協会
平井　保英　平井　保英　山梨県ロードサービス協同組合山梨県ロードサービス協同組合
藤原　　進　藤原　　進　やまなし販路開拓支援事業協同組合やまなし販路開拓支援事業協同組合

穗坂　敏彦　穗坂　敏彦　一般社団法人南アルプス林業一般社団法人南アルプス林業
松浦　真吾　松浦　真吾　富士吉田市環境事業協同組合富士吉田市環境事業協同組合
溝口　耕一　溝口　耕一　中央市環境事業協同組合中央市環境事業協同組合
宮川　　武　宮川　　武　山梨中央建設協同組合山梨中央建設協同組合
向山陽一郎　向山陽一郎　韮崎市環境事業協同組合韮崎市環境事業協同組合
望月　誠一　望月　誠一　一般社団法人山梨県河川防災センター一般社団法人山梨県河川防災センター
柳沢　晋平　柳沢　晋平　峡南生コンクリート協同組合峡南生コンクリート協同組合
山田　善一　山田　善一　富士交流サービス協同組合富士交流サービス協同組合
山本　　清　山本　　清　甲斐市資源回収協同組合甲斐市資源回収協同組合
山本　晴敏　山本　晴敏　身延珠数土産品協同組合身延珠数土産品協同組合
若尾　一富　若尾　一富　韮崎市観栄会商店街協同組合韮崎市観栄会商店街協同組合
渡辺　栄一　渡辺　栄一　山梨県財形住宅協同組合山梨県財形住宅協同組合

3山梨県中小企業団体中央会  第三種郵便物認可　2022 年 2 月1日



業界の動き業界の動き
データから見た

業界の動き
令和３年

12月

１２月報告のポイント

業界からのコメント

２０２２年景況は「横ばい」に期待 ?!
物価上昇、賃金水準低下、消費行動限定的を予測

　12 月の県内景況の D.I 値は、製造業・非製造業をあわせた全体で売上高＋８ポイント（前年同
月比＋ 56）、収益状況▲12 ポイント（前年同月比＋32）、景況感▲８ポイント（前年同月比＋40）と
なった。
　令和 3 年 3 月以降毎月、売上・収益・景況感すべての項目が前年同月より回復してきたが、今

後の新型コロナウイルス感染症の拡大、世界的レベルでの原材料不足、原油価格高騰の影響による経費の増
加など、経済の先行きに不安材料が多い。
　業種別では、製造業は売上高＋10（前年同月比＋70）、収益状況▲15（前年同月比＋45）、景況感▲10（前
年同月比＋55）となった。食料品製造では、宿泊施設や飲食店向けの業務用商品や年末年始の需要の高まり
から売り上げが増加した。また、半導体製造装置の需要が高まり金属製品製造業では前年対比 60% の売上
増が報告され、電気機械部品加工、業務用機械器具製造業からも 10% ～ 20% 昨年度対比で売上増加となった。
ただ、原材料調達に苦慮する報告が多く、銅線や鉄板、合板等が不足、この他原材料価格の値上げ分を製品
価格に転嫁できず、収益の悪化を訴える声も増加している。
　非製造業では、売上高＋７（前年同月比＋47）、収益状況▲10（前年同月比＋23）、景況感▲７（前年同月比
＋30）となった。ジュエリー卸売は、前年対比 20% の売上増、商店街も活気が戻 り55% の売上回復との報告
がされた。
　しかし、青果、電気製品小売業では売上は伸びなかった様子が伺え、ホテル・旅館においても宴会や会食
は未だに控えられており、景気回復感を感じている業種は一部となった。建設業関係からは公共工事件数は
減少（▲11% 昨対）しているが請負金額は 60% 増との報告がされた。原材料の高騰、賃金の上昇が増加の要
因だが、経費上昇分の転嫁がしきれず、経営の危機を感じている事業者（型枠工事、鉄構）もある。貨物運送
業でも、荷動きは良いものの燃料の高騰分の運賃の値上げが進まないとの報告がされた。
　今回、各業界の 2022 年の景況予測について追加調査したところ、「横ばい」との回答が 48％ と最も多く、「下
降」24％、「上昇」10％となった。12 月は新型コロナウイルス新規感染者ゼロの日が続き消費者の行
動が活発になっていたことから、期待を込めて「横ばい」とされた。しかし本音では、決定的なウイル
ス対策が見いだせていないことから不安は払拭できず、物価は上昇、賃金水準は上がらないので消費
は限定的とされ、景気の悪化も懸念されるとの見方も多かった。

概況

●製造業

食料品（水産物加工業）
ギフト関連商品の売り上げはやや低迷しているが、新型コロナウイルスの感染者数が一時収まった
ことから宿泊施設や飲食店向けの業務用商品及びおせち関連商品の売り上げが伸び、全体の売り上
げが前年同月比 107％で感染症拡大前の水準に戻った。

食料品（洋菓子製造業） 一部の組合員の店舗拡大効果の継続やクリスマスケーキの売り上げの増加により、売り上げが前年
同月比 122％となった。一方、原材料費及び燃料が高騰し先行きを懸念している。

食料品（パン・菓子製造業）感染者数が減少したことで消費者の行動が活発になり、売り上げは前年同月と比べ６％程増加した。
しかし、変異株の感染者数が増加傾向にあり、今後の経済の動向に不安を抱えている。

繊維 ･同製品（織物）
消費者に動きが見え始めた頃に変異株が拡大し始めたため、売り上げの回復には至らなかった。12
月７日（火）、８日（水）に開催された展示会・商談会の「プレミアム　テキスタイル　ジャパン 2022 
Autumn/Winter」の効果による今後の受注増加を期待している。

木材・木製品製造 ウッドショックによる材料不足は落ち着きつつあり、ピーク時に比べ価格が下落傾向にある一方、
今度は合板の不足が発生している。

印刷・同関連業 新型コロナウイルスの影響により売り上げが落ち込んでいることに加え、原油高による資材の高騰
が経営状況の悪化に拍車をかけている。

窯業・土石（山砕石）
骨材の出荷量は減少したが河川工事用の割栗石の出荷量が前月比 250％と増加し、全体の売り上げ
が４％程増加した。しかし前年同月と比較すると▲12％となり、厳しい状況は続いている。
リニア新幹線関連工事の進捗状況が芳しくなく、発注が遅れている。安定供給に向けては在庫数量
確保をしなければならないが、他の需要先と需要量を的確に把握した生産調整を行っている。

鉄鋼・金属
（金属製品製造業）

前年同月と比べ売り上げは 60％程増加した。半導体製造装置関連は前年同月と比較して売り上げが
増加、自動車関連は横ばいとなり全体的に回復傾向にあるが、様々な部品が不足し、特に銅線部品
は調達が難しい状況にある。

一般機器
（業務用機械器具製造業）

受注は回復傾向にあり前年同月と比べ売り上げは 10％程増加したが、材料価格の高騰や入手が困難
なことに加え部品も不足しているため、減産となることを懸念している。今後も厳しい状況が続く
と考えている。

一般機器
（生産用機械器具製造業）

前年同月と比べ売り上げが６％程増加した。取引先の手持ち在庫が減少し、新たな受注が発生した
ことが理由だと考えている。仕事量はある程度確保できていることから、今後の動向は徐々に回復
してくると予想している。

次ページにつづく

担当：今井
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●非製造業

卸売（自動車中古部品）
中古車部品の買取価格は高値での推移を維持しているが、廃車の発生が少なく前年同月と比べ売り上げ
は▲10％となった。しかし、自動車の半導体不足が解消しつつあることから、廃車の発生が増える２
～３月に期待している。

卸売（ジュエリー） 感染者数減少により人流が回復し、売り上げが前年同月と比べ 20％程増加した。

小売（青果）
好天が続き大根や白菜、キャベツなどの葉物野菜は安値で取引されたが、玉ねぎやジャガイモは高値と
なり収益を圧迫した。正月に向けて消費者に動きはあったものの売り上げの増加には繋がらず、前年同
月と比べ▲６％となった。

小売（食肉） 年末の行楽地の売り上げは好調に推移したが、忘年会など会社関係の飲食が少ないため飲食店の売り上
げが伸び悩んでいる。

小売
（電気機械器具小売業）

前年の同月はコロナ需要により売り上げが増加していたことから、前年同月の売り上げと比べ▲ 10％
となった。地域店にとっては合同展示会などの開催が需要の掘り起こしに不可欠だが、２年ほどイベン
トが開催できていないことから今後の販売見通しのマイナス要因になることを懸念している。

商店街 感染者数が落ち着いていたため、売り上げが前年同月と比べ 55％程増加した。年末にかけて国内のオ
ミクロン株感染者が増えつつあり、先行きに不安が募る。

宿泊業 宿泊者数は増加傾向にありコロナ感染拡大前の宿泊数とほぼ同数の組合員の施設も多くあるが、宴会や
大人数での会食は増えないため宴会場を持つ施設は未だ低迷している。

美容業 前年同月と比較すると売り上げが増加している組合員もいるが、全体的には横ばいで、今後回復する見
通しもなく期待できない。

一般廃棄物処理 寒波によりパッカー車（機械式のゴミ収集車）の故障が増えたが、新車の納期が見通せず、納車までの車
両の整備費が増加し収益を圧迫。やむを得ず中古車を購入する組合員が目立った。

警備業

天候に恵まれ工事現場の中止はほとんどなく、また、感染症拡大防止のための行動規制が緩和されたこ
とから年末商戦に伴う駐車場等の警備業務が増加した。更に、延期となっていたイベントが開催される
など、組合員はフル稼働で業務に当たった。前年同月と比べ売り上げ、収益ともに増加したが、警備
員の労働時間や労働日数も増加したことから、今後は受注量を抑制し勤務時間の調整をせざるを得なく
なっている。

建設業（総合） 公共工事では前年同月と比べ件数は▲11％であったが、請負金額では 60％増加している。12 月末累計
でも件数は▲2.2％となっているが、請負金額では 12％の増加となっている。

建設業（型枠） この１年間建材価格の高騰が続き、現在もなお価格上昇の勢いが止まらない。しかし請負価格は横ばい
であることに加え、職人不足から賃金が上昇し、仕事はあっても経営状況は危機的状況にある。

建設業（鉄構） 鋼材の値上げ価格が受注価格に反映できず、鋼材の加工費率を圧縮せざるを得ない工場がある。

設備工事（電気工事） 前月に引き続き、電気工事材料の不足や納期が不透明な部材があり、工事が遅延している現場がある。

設備工事（管設備） 感染者数が減少し従来の活動に戻りつつあるが、新たな変異株の流行や原材料価格の高騰、海外生産さ
れる商材の物流の停滞などが今後の経済活動に暗い影を落としている。

運輸（バス） 観光客が戻らず今後の見通しも立たない。収益状況が悪化し、厳しい経営状況が続いている。

運輸（トラック）
例年に比べ早い時期から荷量が多く動いた。仕事はあるが相変わらず原油高が続いていることから収益
が悪化している。様々なものが値上がりしているため、原油高騰分の運賃の値上げ交渉がうまく進まな
い。

その他（介護） 新型コロナウイルスの影響により施設から在宅への介護サービスに移行した新規利用者の満足度が上昇
したことに加え、利用者の高齢化による利用回数の増加から、前年同月と比べ売り上げが 14％増加した。

収
益
状
況
（
前
年
同
月
比
）

●ＤＩ値
▲12（前年同月比＋32）

●業種別ＤＩ値
製造業　▲15（前年同月比＋45）
非製造業▲10（前年同月比＋23）

●前月比ＤＩ値
製造業　±  0
非製造業▲13

景
況
感
（
前
年
同
月
比
）

●ＤＩ値
　▲8（前年同月比＋40）
●業種別ＤＩ値
　製造業　▲10（前年同月比＋55）
　非製造業▲  7（前年同月比＋30）
●前月比ＤＩ値
　製造業　±0
　非製造業▲4

売
上
高（
前
年
同
月
比
）

●ＤＩ値
＋8（前年同月比＋56）

●業種別ＤＩ値
製造業　＋10（前年同月比＋70）
非製造業＋  7（前年同月比＋47）

●前月比ＤＩ値
製造業　▲  5
非製造業▲16

ＤＩ値＝ ×１００
良数値−悪数値

調査対象組合数（ ）

令和２年12月 令和３年12月

好転
6%
好転
6%
不変
40%
不変
40%

悪化
54%
悪化
54%

好転
30%
好転
30%

不変
48%
不変
48%

悪化
22%
悪化
22%

令和２年12月 令和３年12月

好転
4%
好転
4%
不変
48%
不変
48%

悪化
48%
悪化
48%

好転
18%
好転
18%

不変
52%
不変
52%

悪化
30%
悪化
30%

令和２年12月 令和３年12月

好転
4%
好転
4%
不変
44%
不変
44%

悪化
52%
悪化
52%

好転
16%
好転
16%

不変
60%
不変
60%

悪化
24%
悪化
24%

電気機器
（電気機械部品加工業）

半導体製品の入荷が遅延し、半完成品が在庫として増加している。また、それら製品の納期が明確でな
いため見積もり後の価格変動により赤字になる受注もあり、経営状況は悪化している。

電気機器
（電気機械部品加工業）

半導体製造、工作機械製造、ロボット製造関係などの受注量が増加し、売り上げが前年同月比 120％と
なったが、前年の売り上げが大きく落ち込んでいたことが理由だと考えている。全体的な売り上げは回
復傾向にあるが、材料等の値上がりを価格に転嫁できずにいるため先行きに不安を抱えている。
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A C T I V E  K U M I A I活 動 あ れ これ

「創立70周年記念式典」を開催
自動車業界の大きな変化に対応するために

楽しみながら豊かな自然を
未来につなぐ

　（一社）山梨県自動車整備振興会　
　山梨県自動車整備商工組合　

　企業組合みのぶ地域振興　
　Link300　

県内の自動車整備事業者が加盟する（一社）
山梨県自動車整備振興会と山梨県自動車整

備商工組合（小林達也会長・理事長　会員 925
事業場）は、令和 3 年 12 月に創立 70 周年の節
目を迎え、1 月22日に記念式典を開催した。当日
は組合員をはじめ、来賓として関東運輸局、山梨
県、中央会などが出席した。式典では、団体に対
し関東運輸局などから特別顕彰が贈呈され、団体
からは永年認証事業場などに表彰が行われた。ま
た、社会貢献活動の一環として山梨みどり奨学金
に対し交通遺児への奨学金が寄贈された。
　当団体は、昭和 26 年に自動車整備技術の向上・
促進と整備業の健全な発展を目的に設立された。
設立当時はまだ自動車の普及が進んでおらず、山
梨県の自動車保有台数はわずか 3,000 台だったた
め整備業を営む事業者も少なく、創立当時の会員

数は16事業場だった。その後、
自動車は我が国の基幹産業と
なるまでに発展するとともに、
当団体の会員数も増加、現在
は 925 事業場まで増えている。
また、山梨県では自動車は生
活必需品の一つといわれ 1 世
帯あたりの自動車保有台数は
全国 10 位と上位に位置するこ
とから、整備事業者がこうした県民のカーライフを
支えている。
　こうした中、自動車業界は 100 年に 1 度といわ
れる変革期を迎えている。自動車整備業者には自
動ブレーキや自動運転システムなどの技術革新に対
応するため、技術力に加え電子技術の知識習得も
求められている。さらに、世界的に進む脱炭素社
会実現の向けた電気自動車の普及では、業界とし
て一層の技術革新への対応が迫られることになる。
　団体では、大きく変化する自動車業界で今後も
技術研修や経営改善などスピード感を持った事
業者支援を通じて本県の安全で快適なカーライ
フを支えるため、70 周年を契機に更なる業界
の発展を目指していく。

近年、マイクロプラスチックによる海洋汚染
が問題になっている。企業組合みのぶ地域

振興Link300（赤池宏文理事長　組合員７名）では、
海なし県の山梨県においても海へ流れ込む河川を
有する立場としての責任は重大であると考え、11
月 24 日（水）富士川クリーン活動を実施した。
　この活動は、赤池理事長が会長を兼任する本栖
湖・富士川ウォーターアクション協議会と協力し、
河川流域の自然環境を保護・再生・維持すること
を目的に、サップ（大きめのボードに立ちパドル
を漕いで水面を進むスポーツ）やラフトボート（大
型のゴムボート）に乗り、川を下りながら陸から
は見えない河川のゴミを回収し、マイクロプラス
チックの発生を少しでも減らせるようにと取り組
んだ。
　以前まで清掃活動に取り組んでいた地元のラフ
ティング業者が廃業したため活動が打ち切りと
なっていたが、組合と協議会がその意志を引き継
ぎ、前年度から活動を開始した。３年目となる今
年は、県議会議員の山田七穂氏と一般から募集し
たボランティア 32 名が参加し、楽しみながら清
掃活動を行った。

　参加者は、普段は立ち入ることのできない場所
に水上からアクセスし、河川に降りてゴミを拾い、
身近にある自然に触れることで自然環境の保護・
再生・維持への意識が高まると同時に自然と一体
となることの楽しさを味わうことができた。
　組合の運営するキャンプ場では、本栖湖でのカ
ヌーやサップの体験もできる。赤池理事長は「自
然を遊び場として事業を展開する立場から、さら
には趣味を楽しむ立場から、『自分たちのフィー
ルドより下流にはゴミを流さない』という信念を
表明する活動として続けていきたい。また、
同時に活動のPRと参加者の増加を実現するこ
とで下流域から上流域に向かってこの取り組
みの輪を広げていきたい。」と話した。

担当：仲澤

担当：今井

式辞を述べる
小林会長・理事長
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中央会は、12月 8日（水）に昭和町のブライ
ダルヴィレッジ「ティンカーベル」で、研

修会と懇親会の２部構成で役員交流会を開催し
た。
　コロナ禍により理事会を開催することもまま
ならない状況が続いていたが、秋以降感染拡大
が落ち着きを見せていることから役員交流会を
企画、正副会長など執行部役員、理事、監事、
組合関係者等 45 名、中央会指導員 14 名も参
加した。
　第一部では、三井住友海上㈱の経営サポート
センター（営業推進部法人開発室）の目黒ゆか
り課長を講師に、「SDGsを理解する～上手な付
き合い方～」をテーマに研修会を開催。

　講師からは、SDGsの対象
となっている 17の目標につ
いてだけでなく、今後の新た
なビジネスモデルへの転換の
必要性、SDGsによるビジネ
スに対するリスクとチャンス
について詳しく説明があり、
社会課題の解決や社会貢献に

より会社の
収益や評価
の向上をつ
なげるよう
な SDGsへ
の取り組み
がこれから
の企業には
求められる
と提案があった。
　第二部の懇親会では、県のグリーンゾーン認
証の基準に従い一定距離を保った席の配置など
感染防止対策を行った中で開催。栗山会長が挨
拶後、北原副会長の乾杯により懇親会が開宴、
参加者の多くが久しぶりの懇親会とあって、和
やかに歓談をしながら交流が行われた。
　理事会や総会で年数回しか集まる機会がな
かった役員が更にコロナ禍により集まれ
ない状況が続いていた中、今回の役員交
流会は、あらためて業界や組合の垣根を
超え、情報交換や親睦を行う貴重な機会
となった。

中央会の役員交流会を開催

山梨県中小企業団体中央会

担当：鈴木

令和３年度環境標語最優秀作品

資金繰りや

事業承継の

ご相談は　信用金庫へ

退職 12月31日付 連携組織課　主　任　　千野　哲宏

「ＳＤＧｓとの上手な付き合い方」をテーマに研修も行う
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